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と
し
、
天
界
へ
送
る
と
い
う
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き

る（
２
）。
こ
う
し
た
鍊
度
系
の
一
連
の
儀
礼
に
お
い
て
、「
全
形
」
の
儀
礼
は
、

「
召
魂
（
あ
る
い
は
召
靈
）」
に
続
い
て
行
わ
れ
て
い
る（
３
）。

呼
び
集
め
ら
れ

た
亡
魂
に
対
し
て
は
、
ま
ず
、
身
体
の
完
全
性
を
回
復
す
る
儀
礼
が
行
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
が
働
い
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
南
宋
期
の
黄
籙
斎
に
お
い
て
、「
全
形
」
の
儀
礼
が
必
ず
行

わ
れ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
金
氏
大
法（
４
）
は
、「
全
形
」

の
儀
礼
を
載
せ
て
い
な
い
。
金
氏
大
法
の
中
で
金
允
中
は
、
死
後
に
生
前

の
疾
患
や
傷
損
を
治
療
す
る
こ
と
を
、「
道
を
去
る
こ
と
遠
し
」
（
５
）

と
述
べ

て
い
る
。

小
序

　
「
全
形
」
と
は
、
形
を
全
く
す
る
、
す
な
わ
ち
身
体
を
完
全
に
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
南
宋
期
以
降
の
黄
籙
斎
に
お
い
て
行
わ
れ
る
「
全

形
」
の
儀
礼（
１
）は
、
死
者
救
済
の
過
程
で
亡
魂
の
身
体
（
表
象
レ
ベ
ル
の
身

体
）
の
完
全
性
を
回
復
す
る
た
め
に
、
生
前
の
疾
患
や
傷
損
を
治
療
す
る

儀
礼
で
あ
る
。

黄
籙
斎
に
つ
い
て
記
し
た
南
宋
期
以
降
の
儀
礼
書
を
見
る
と
、
亡
魂
を

地
獄
か
ら
解
放
し
、「
鍊
度
（
煉
度
）」
に
よ
っ
て
身
体
を
変
容
し
て
仙
人

全
形
儀
小
考

―
南
宋
期
道
教
の
黄
籙
齋
か
ら
―

浅
野
春
二
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「
全
形
」
の
儀
礼
は
、「
召
魂
」
か
ら
「
鍊
度
」
に
至
る
儀
礼
に
お
い

て
、「
召
魂
」
に
よ
っ
て
呼
び
集
め
ら
れ
た
霊
魂
を
「
鍊
度
」
を
受
け
ら

れ
る
状
態
に
す
る
過
程
で
行
わ
れ
る
。「
沐
浴
」
に
よ
っ
て
清
浄
化
す
る

と
と
も
に
、「
全
形
」
に
よ
っ
て
身
体
の
回
復
も
行
わ
れ
る
が
、
南
宋
期

の
黄
籙
斎
に
関
す
る
儀
礼
書
で
は
、
こ
れ
を
独
立
し
た
個
別
の
科
目
と
し

て
、
必
ず
し
も
明
確
に
位
置
づ
け
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
明
確
に

科
目
の
名
称
と
し
て
「
全
形
」
を
用
い
て
い
る
の
は
、
元
代
に
成
立
し
た

林
氏
金
書（
６
）や

明
代
に
成
立
し
た
周
氏
金
書（
７
）で

あ
る
。
林
氏
金
書
巻
二
十
九

に
は
「
全
形
儀
」
が
、
周
氏
金
書
巻
十
五
に
は
二
種
の
「
靈
寶
全
形
科
」

（
四
ａ
以
下
及
び
二
十
二
ａ
以
下
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る（
８
）。

小
稿
で
は
、「
全
形
」
の
儀
礼
の
初
歩
的
考
察
を
行
い
た
い
が
、
ま
ず

は
金
允
中
が
「
沐
浴
鍊
度
章
」
に
関
し
て
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て

い
き
た
い
。

一
、
生
前
の
疾
患
・
傷
損
を
め
ぐ
っ
て

　
「
沐
浴
鍊
度
章
」
は
黄
籙
斎
に
用
い
ら
れ
る
「
章
」
と
い
う
文
書
の
一

つ
で
あ
る
。「
章
」
を
神
に
奉
る
儀
礼
は
、
天
師
道
の
「
上
章
」
の
伝
統

を
受
け
継
い
で
い
る（
９
）。「
沐
浴
鍊
度
章
」
は
、
黄
籙
斎
の
中
で
「
沐
浴
」

「
鍊
度
」
等
の
個
別
的
な
科
目
の
実
施
と
は
別
に
、「
沐
浴
」「
鍊
度
」
等

の
科
目
を
行
う
趣
旨
を
神
に
伝
え
て
亡
魂
の
救
済
を
願
う
た
め
の
も
の
で

あ
る
。
金
氏
大
法
巻
二
十
三
に
は
、「
沐
浴
鍊
度
章
」
の
章
文
が
収
め
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
に
こ
の
章
に
つ
い
て
の
金
允
中
の
コ
メ
ン
ト
が
記

さ
れ
て
い
る
。

　

金
允
中
は
、『
老
子
道
徳
經
』（

（（
（

お
よ
び
『
化
書
』（

（（
（

を
引
い
て
、「
身
」「
血

肉
」
が
あ
る
か
ら
こ
そ
患
い
や
痛
み
苦
し
み
が
あ
る
と
述
べ
た
後
、
次
の

よ
う
に
記
す
。

若
し
一
神
既
に
離
る
れ
ば
、
百
骸
皆
な
腐
土
と
爲
ら
ん
。
向
の
所

謂
肢
體
の
傷
殘
、
心
腹
の
疾
患
は
、
夫
れ
復
た
何
く
に
か
在
ら
ん
。

若
一
神
既
離
、
百
骸
皆
爲
腐
土
。
向
之
所
謂
肢
體
傷
殘
、
心
腹
疾

患
、
夫
復
何
在
。（
金
氏
大
法
巻
二
十
三
、
十
一
ｂ
）

「
一
神
」
す
な
わ
ち
霊
魂
が
離
れ
て
し
ま
え
ば
、「
百
骸
」
す
な
わ
ち
肉

体
は
朽
ち
て
土
に
な
る
こ
と
を
い
い
、「
肢
體
の
傷
殘
」
や
「
心
腹
の
疾

患
」
は
肉
体
が
な
く
な
る
と
と
も
に
消
え
去
る
と
い
う
。
そ
の
上
で
神
が

科
を
垂
れ
て
人
々
に
授
け
た
斎
儀
の
趣
旨
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

一
靈
若
し
滯
す
れ
ば
、
或
は
執
對
し
て
拘
纏
し
、
或
は
沈
迷
し
て

自
惑
し
、
是
を
以
て
反
生
す
る
に
期
無
し
。
儻
し
本
性
之
れ
既
に
し
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て
明
ら
か
な
れ
ば
、
則
ち
時
に
應
じ
て
度
化
せ
ん
。
太
上
科
を
垂
る

る
所
以
の
意
、
齋
修
の
旨
は
、
乃
ち
齋
功
を
建
立
し
て
、
轉
經
行
道

す
る
に
因
り
て
、
幽
翳
を
昭
明
し
、
沈
淪
す
る
を
開
悟
せ
し
む
る
の

み
。一

靈
若
滯
、
或
執
對
而
拘
纏
、
或
沈
迷
而
自
惑
、
是
以
反
生
無

期
。
儻
本
性
之
既
明
、
則
應
時
而
度
化
。
所
以
太
上
垂
科
之
意
、
齋

修
之
旨
、
乃
因
建
立
齋
功
、
轉
經
行
道
、
昭
明
幽
翳
、
開
悟
沈
淪
而

已
。	

（
金
氏
大
法
巻
二
十
三
、
十
一
ｂ
）

　

と
ら
わ
れ
や
迷
い
に
よ
っ
て
い
つ
ま
で
も
「
生
」
に
返
る
こ
と
が
で
き

な
い
者
を
、
斎
儀
に
よ
っ
て
功
徳
を
積
ん
で
、
冥
界
を
照
ら
し
て
そ
こ
に

沈
ん
で
い
る
者
を
悟
ら
せ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
救
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

黄
籙
齋
で
用
い
る
「
沐
浴
鍊
度
章
」
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ

る
。

沐
浴
鍊
度
之
章
は
、
意
と
し
て
謂
へ
ら
く
、
亡
魂
の
身
は
太
陰
を

經
、
魂
は
罪
網
に
拘
せ
ら
る
、
故
に
先
づ
其
の
塵
垢
を
消
じ（

（（
（

、
然
る

後
に
神
識
を
聚
凝
し
、
陰
陽
を
假
合
し
、
根
基
を
重
立
し
、
人
道
に

反
生
せ
ん
と
欲
す
。
其
の
始
め
た
る
や
、
人
に
し
て
鬼
と
爲
り
、
今

上
玄
の
度
化
を
經
れ
ば
、
則
ち
其
の
神
明
を
聚
め
、
乃
ち
鬼
復
し
て

人
と
爲
る
。
託
生
の
時
、
方
に
帝
君
の
品
命
有
り
、
九
炁
神
を
生

じ
、
再
び
肌
膚
を
造
る
な
り
。
但
だ
齋
功
の
足
ら
ず
し
て
以
て
天
に

格
り
、
二
炁
未
だ
亡
爽
に
臨
ま
ざ
る
を
恐
る
る
の
み
。

沐
浴
鍊
度
之
章
、
意
謂
、
亡
魂
身
經
太
陰
、
魂
拘
罪
網
、
故
欲
先

消
其
塵
垢
、
然
後
聚
凝
神
識
、
假
合
陰
陽
、
重
立
根
基
、
反
生
人

道
。
其
始
也
、
人
而
爲
鬼
、
今
經
上
玄
度
化
、
則
聚
其
神
明
、
乃
鬼

復
爲
人
。
託
生
之
時
、
方
有
帝
君
品
命
、
九
炁
生
神
、
再
造
肌
膚

矣
。
但
恐
齋
功
不
足
以
格
天
、
二
炁
未
臨
於
亡
爽
而
已
。

（
金
氏
大
法
巻
二
十
三
、
十
一
ｂ
～
十
二
ａ
）

　

金
允
中
は
、
亡
魂
の
「
塵
垢
」
を
去
り
、
霊
魂
を
集
め
て
陰
陽
二
炁
を

合
わ
せ
て
再
生
す
る
こ
と
願
う
の
を
、「
沐
浴
」
か
ら
「
鍊
度
」
に
至
る

儀
礼
の
趣
旨
と
と
ら
え
て
い
る
。
こ
れ
に
続
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

舊
來
の
章
書
の
若
く
、
天
醫
・
神
藥
を
請
ひ
降
し
、
以
て
生
前
の

疾
患
を
療
し
、
骸
肉
の
傷
損
を
補
續
せ
ば
、
則
ち
道
を
去
る
こ
と
遠

し
。
獨
り
人
の
質
壞
れ
て
神
壞
れ
ざ
る
の
み
に
非
ず
、
兼
ね
て
天
地

の
陰
陽
の
正
炁
を
以
て
、
亡
魂
を
鍊
化
し
て
反
生
す
。
又
何
ぞ
其
の

神
の
患
ひ
有
り
て
愈
え
ざ
る
を
慮
ら
ん
や
。

若
舊
來
章
書
、
請
降
天
醫
神
藥
、
以
療
生
前
之
疾
患
、
補
續
骸
肉
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之
傷
損
、
則
去
道
遠
矣
。
非
獨
人
之
質
壞
而
神
不
壞
、
兼
以
天
地
陰

陽
之
正
炁
、
鍊
化
亡
魂
而
反
生
、
又
何
慮
其
神
之
有
患
而
不
愈
哉
。

（
金
氏
大
法
巻
二
十
三
、
十
二
ａ
～
ｂ
）

　
「
舊
來
」
の
章
文
に
あ
る
よ
う
に
「
天
醫
」「
神
藥
」
を
降
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
生
前
の
「
疾
患
」
を
治
療
し
、
肉
体
の
「
傷
損
」
を
補
う
な
ら

ば
、
そ
れ
は
は
な
は
だ
し
く
「
道
」
か
ら
乖
離
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

は
「
質
」（
肉
体
）
は
壊
れ
る
が
「
神
」（
霊
魂
）
は
壊
れ
な
い
と
い
う
こ

と
に
よ
っ
て
だ
け
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。「
鍊
度
」
は
「
天
地
の
陰

陽
の
正
炁
」
に
よ
っ
て
「
亡
魂
」
を
鍊
し
て
変
化
さ
せ
、「
生
」
に
反か
え

す

の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
霊
魂
に
患
い
が
あ
っ
て

癒
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
「
舊
來
の
章
書
」
に
相
当
す
る
章
文
は
、
蔣
氏
立
成
儀（

（（
（

巻
九
に
収
め
ら

れ
て
い
る
。
蔣
氏
立
成
儀
の
「
鍊
度
沐
浴
章
」
は
、
金
允
中
が
批
判
す
る

「
天
醫
」「
神
藥
」
を
降
し
て
生
前
の
「
疾
患
」「
傷
損
」
を
治
療
す
る
こ

と
を
記
す
部
分
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
以
外
は
、
金
氏
大
法
の
「
沐
浴
鍊

度
章
」
と
ほ
ぼ
同
じ
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
。
金
氏
大
法
で
記
さ
れ
て
い
な

い
部
分
を
、
蔣
氏
立
成
儀
の
章
文
に
よ
っ
て
示
し
た
い
。

又
天
醫
神
吏
・
尚
藥
靈
官
・
治
病
三
五
功
曹
・
太
醫
博
士
主
者
・

砭
石
小
吏
・
敷
藥
靈
官
を
請
ひ
、
太
上
の
五
色
の
神
藥
を
請
ひ
取

り
、
亡
魂
の
臓
腑
の
中
に
布
散
し
、
生
前
の
榮
衛
の
病
を
救
療
し
、

心
腹
の
積
滯
を
針
砭
し
、
氣
血
の
瘇
瘡
を
摩
按
し
、
筋
を
斷
た
れ
骨

を
傷
つ
け
ら
る
る
者
は
、
形
を
續
け
生
に
返
し
、
肢
體
を
零
落
せ
ら

る
る
者
は
、
質
を
易
へ
て
故
に
復
し
、
肌
を
生
じ
肉
を
長
じ
、
一
一

完
全
た
ら
し
む
。
骨
體
は
康
強
に
し
て
、
神
魂
は
磊
落
な
り
。
憂
悩

は
消
釋
し
、
飢
渇
は
滅
除
し
、
結
節
は
開
通
し
、
胞
元
は
滯
を
散

じ
、
形
神
は
端
正
に
し
て
、
相
貌
は
莊
嚴
な
り
。

又
請
天
醫
神
吏
・
尚
藥
靈
官
・
治
病
三
五
功
曹
・
太
醫
博
士
主

者
・
砭
石
小
吏
・
敷
藥
靈
官
、
請
取
太
上
五
色
神
藥
、
布
散
亡
魂
臓

腑
之
中
、
救
療
生
前
榮
衛
之
病
、
針
砭
心
腹
積
滯
、
摩
按
氣
血
瘇

瘡
、
斷
筋
傷
骨
者
、
續
形
返
生
、
零
落
肢
體
者
、
易
質
復
故
、
生
肌

長
肉
、
一
一
完
全
、
骨
體
康
強
、
神
魂
磊
落
、
憂
悩
消
釋
、
飢
渇
滅

除
、
結
節
開
通
、
胞
元
散
滯
、
形
神
端
正
、
相
貌
莊
嚴
。

（
蔣
氏
立
成
儀
巻
九
、
十
二
ａ
～
ｂ
）

　

こ
の
部
分
は
亡
魂
に
伴
う
身
体
性
を
強
く
意
識
し
た
内
容
と
な
っ
て
い

る
。金

允
中
は
、
亡
魂
が
生
前
の
病
気
や
身
体
の
傷
・
欠
損
の
状
態
を
、
死

後
も
引
き
続
き
保
っ
て
い
る
と
い
う
考
え
を
否
定
し
、「
天
醫
」
や
「
神
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藥
」
に
よ
る
治
療
に
関
す
る
内
容
を
章
文
か
ら
除
き
、「
全
形
」
の
儀
礼

を
行
わ
な
い
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
他
の
道
士
が
こ
れ
を
行
う

こ
と
は
、
必
ず
し
も
否
定
し
て
い
な
い
。

故
に
今
先
師
の
付
傳
に
從
ひ
て
、
敢
へ
て
俗
と
同
じ
く
し
て
超
世

せ
ず
。
如
し
授
く
る
所
同
じ
か
ら
ざ
る
者
は
自
ら
師
法
に
從
へ
。
允

中
は
則
ち
敢
へ
て
越
え
ざ
る
な
り
。

故
今
從
先
師
之
付
傳
、
不
敢
同
俗
而
超
世
。
如
所
授
不
同
者
、
自

從
師
法
。
允
中
則
不
敢
越
也
。

（
金
氏
大
法
巻
二
十
三
、
十
二
ｂ
）

こ
の
よ
う
に
金
允
中
は
、
異
な
っ
た
「
師
法
」
を
受
け
継
い
だ
道
士
に

ま
で
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た

言
及
か
ら
は
、
金
允
中
の
周
囲
に
「
全
形
」
の
儀
礼
を
行
う
道
士
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
う
し
た
金
允
中
の
よ
う
な
考
え
方
が
、
完
全
に
孤
立
し
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
こ
と
は
、
靈
寶
玉
鑑（

（（
（

巻
一
「
揚
旛
招
魂
行
天
醫
論
」（

（（
（

中
の
一

文
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

又
存
り
し
日
に
形
體
毀
傷
し
惡
疾
に
困
苦
す
る
者
有
り
。
形
體
に

傷
殘
有
り
と
雖
ど
も
、
元
神
に
本
欠
缺
無
き
を
悟
ら
ず
。
先
に
は
則

ち
身
有
り
て
以
て
患
ひ
有
り
。
今
は
則
ち
身
滅
び
て
疾
復
た
何
ぞ
存

せ
ん
。
妄
念
は
除
か
ざ
れ
ば
、
尚
ほ
形
の
虧
く
る
有
り
て
、
病
の
體

に
在
る
が
若
し
。
故
に
又
た
須
ら
く
内
に
玄
化
を
運
ら
し
、
以
て
其

の
陽
精
を
聚
め
、
其
の
陰
累
を
消
ず
。
然
る
後
に
冶
鍊
に
就
か
し

め
、
受
化
更
生
す
。
即
ち
經
に
所
謂
皆
自
然
の
人
と
成
り
、
自
然
に

別
體
有
る
な
り
。
直
だ
に
土
木
の
偶
人
を
以
て
し
て
、
逐
一
其
の
幻

體
を
成
す
が
如
き
の
み
に
非
ざ
る
な
り
。

又
有
存
日
形
體
毀
傷
惡
疾
困
苦
者
、
不
悟
形
體
雖
有
傷
殘
、
元
神

本
無
欠
缺
。
先
則
有
身
以
有
患
、
今
則
身
滅
而
疾
復
何
存
。
妄
念
不

除
、
尚
若
形
之
有
虧
、
病
之
在
體
。
故
又
須
內
運
玄
化
、
以
聚
其
陽

精
、
消
其
陰
累
、
然
後
使
就
冶
鍊
、
受
化
更
生
。
即
經
所
謂
皆
成
自

然
人
、
自
然
有
別
體
也
。
非
直
如
以
土
木
偶
人
、
而
逐
一
成
其
幻
體

也
。	

（
靈
寶
玉
鑑
巻
一
、
十
七
ａ
～
ｂ
）

　

靈
寶
玉
鑑
は
、
撰
者
・
成
立
時
期
が
不
詳
で
あ
る
の
で
、
金
氏
大
法
よ

り
も
早
い
の
か
遅
い
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
金
允
中
と
同
じ
考
え
方
が

見
い
だ
せ
る
。
靈
寶
玉
鑑
も
、「
身
」
が
滅
び
て
し
ま
え
ば
「
疾
」
も
消

失
す
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
靈
寶
玉
鑑
は
、「
天
醫
」
に
よ
る
治
療

の
儀
礼
を
行
う
立
場
で
そ
の
意
義
を
述
べ
て
い
る
。「
妄
念
」
を
除
か
な



國學院雜誌  第 117 巻第 11 号（2016年） — 228 —

け
れ
ば
、
身
体
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
身
体
が
病
に
侵
さ
れ
て
い
る

の
と
同
じ
で
あ
る
と
し
、「
妄
念
」
を
除
く
た
め
に
、「
内
に
玄
化
を
運
ら

し
」、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
其
の
陽
精
を
聚
め
、
其
の
陰
累
を
消
」
じ
る
。

そ
の
よ
う
に
し
て
か
ら
、「
冶
鍊
」（
鍊
度
）
を
受
け
さ
せ
る
の
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
実
際
の
儀
礼
が
「
土
木
の
偶
人
」
を
用
い
て
行
っ
て
い
て

も
、
そ
れ
に
は
目
に
見
え
な
い
深
い
意
義
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い

る
。

　

人
が
死
ん
で
霊
魂
と
肉
体
が
分
離
し
た
後
、
霊
魂
に
生
前
の
疾
患
や
傷

損
が
付
き
ま
と
う
の
は
、
霊
魂
と
肉
体
は
別
の
も
の
で
あ
り
、
疾
患
や
傷

損
は
肉
体
に
の
み
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、

お
か
し
な
こ
と
で
あ
る
。
理
屈
か
ら
す
れ
ば
そ
の
と
お
り
で
あ
り
、
金
氏

大
法
も
靈
寶
玉
鑑
も
、
肉
体
か
ら
分
離
し
た
霊
魂
に
生
前
の
疾
患
や
傷
損

が
そ
の
ま
ま
残
る
と
い
う
考
え
方
を
否
定
す
る（

（（
（

。
し
か
し
、
疾
患
や
傷
損

に
伴
う
苦
し
み
・
痛
み
は
そ
う
簡
単
に
払
拭
で
き
な
い
。
靈
寶
玉
鑑
は
そ

れ
を
「
妄
念
」
と
い
う
が
、
死
者
救
済
を
ど
う
し
て
も
行
わ
ざ
る
を
得
な

い
動
機
は
そ
こ
に
こ
そ
あ
り
、
理
屈
で
は
割
り
切
れ
な
い
も
の
が
残
っ
て

し
ま
う
か
ら
こ
そ
、
死
者
救
済
の
儀
礼
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
亡

魂
の
救
済
に
お
い
て
そ
の
身
体
性
は
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。「
全

形
」
の
儀
礼
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
は
、
そ
の
あ
た
り

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

二
、
血
ま
み
れ
の
死

　

死
者
救
済
の
儀
礼
に
お
い
て
「
全
形
」
の
儀
礼
が
必
要
と
さ
れ
た
理
由

を
探
る
た
め
に
、
次
に
は
、
王
氏
大
法（

（（
（

の
記
す
と
こ
ろ
を
見
て
い
き
た

い
。

（
一
）、
蕩
穢
所

王
氏
大
法
の
記
す
黄
籙
斎
の
儀
礼
で
は
、
十
二
堂
陛（

（（
（

の
一
つ
と
し
て

「
蕩
穢
所
」
が
設
け
ら
れ
る
。「
天
醫
」
に
よ
る
治
療
を
必
要
と
す
る
亡
魂

は
、「
召
魂
」
の
後
、
ま
ず
こ
の
「
蕩
穢
所
」
に
集
め
ら
れ
る
。
王
氏
大

法
巻
五
十
五
の
「
蕩
穢
所
」
の
条
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

凡
そ
亡
魂
を
受
度
す
る
に
、
其
れ
産
亡
の
者
有
り
。
血
湖
に
沈
墮

し
、
形
骸
穢
濁
た
り
。
天
恩
・
曲
赦
を
頼
み
、
玄
壇
に
赴
く
を
得
と

雖
ど
も
、
血
殗
未
だ
除
か
れ
ず
、
何
に
由
り
て
か
受
度
せ
ん
。
又
た

男
女
魂
衆
有
れ
ば
、
或
は
生
前
に
疾
を
受
け
、
癰
疽
膿
血
あ
り
、
王

法
誅
夷
、
刎
縊
刀
兵
、
殺
傷
屠
戮
、
虎
啖
蛇
傷
あ
り
。
此
の
似
き
の

者
、
皆
な
是
れ
血
を
帶
び
て
身
殂し

せ
り
。
天
醫
・
監
生
に
赴
か
ん
と

欲
せ
ば
、
合
に
先
づ
蕩
穢
す
べ
し
。
宜
し
く
先
づ
請
ひ
て
官
吏
を
降
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し
、
期
に
至
り
て
此
の
司
を
建
立
し
、
聖
を
請
ひ
て
屯
駐
せ
し
め
、

點
酌
・
諷
經
す
べ
し
。
亡
を
攝
し
て
司
に
到
ら
し
む
る
を
候
ち
て
、

符
を
焚
し
て
運
化
し
、
穢
血
を
蕩
ず
る
を
爲
し
、
方
め
て
監
生
・
醫

治
す
可
し
。

凡
受
度
亡
魂
、
其
有
産
亡
之
者
、
沈
墮
血
湖
、
形
骸
穢
濁
。
雖
頼

天
恩
曲
赦
、
得
赴
玄
壇
、
血
殗
未
除
、
何
由
受
度
。
又
有
男
女
魂

衆
、
或
生
前
受
疾
、
癰
疽
膿
血
、
王
法
誅
夷
、
刎
縊
刀
兵
、
殺
傷
屠

戮
、
虎
啖
蛇
傷
。
似
此
之
者
、
皆
是
帶
血
身
殂
。
欲
赴
天
醫
監
生
、

合
先
蕩
穢
。
宜
先
請
降
官
吏
、
至
期
建
立
此
司
、
請
聖
屯
駐
、
點
酌

諷
經
。
候
攝
亡
到
司
、
焚
符
運
化
、
爲
蕩
穢
血
。
方
可
監
生
醫
治
。

（
王
氏
大
法
巻
五
十
五
、
二
十
九
ａ
）

　
「
天
醫
院
」「
監
生
司
」
に
赴
か
せ
る
前
に
、「
蕩
穢
所
」
で
穢
れ
を
除

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
亡
魂
と
し
て
、「
産
亡
の
者
（
出
産
に
際
し
て
死

ん
だ
者
）」、「
生
前
に
疾
を
受
け
」「
癰
・
疽
」
が
で
き
て
「
膿
血
」
を
流

し
て
死
ん
だ
者
、「
王
法
」
を
犯
し
て
殺
さ
れ
た
者
、
自
殺
し
た
り
、
戦

争
そ
の
他
で
殺
さ
れ
た
り
し
た
者
、
虎
に
食
わ
れ
た
者
、
蛇
に
咬
ま
れ
て

死
ん
だ
者
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
者
た
ち
は
「
血
を
帶
び
て
」
死

ん
で
い
る
。
血
の
穢
れ
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。
血
に
ま
み
れ
て
死
ん

だ
そ
の
生
々
し
さ
が
、「
天
醫
」
に
よ
る
救
済
を
求
め
さ
せ
る
よ
う
で
あ

る
。
そ
の
「
天
醫
」
に
よ
る
治
療
を
受
け
る
前
に
、
血
の
穢
れ
を
除
く
た

め
に
「
蕩
穢
所
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
は
「
天
醫
院
」
と
「
監
生
司
」
に
関
し
て
記
す
と
こ
ろ
を
見
て
い

き
た
い
が
、「
監
生
司
」
は
特
に
「
産
亡
者
」
に
関
わ
る
の
で
、
ま
ず
こ

れ
を
取
り
上
げ
る
。

（
二
）、
監
生
司

　
「
監
生
司
」
も
、
黄
籙
斎
の
十
二
堂
陛
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

「
産
亡
者
」
の
分
娩
を
遂
げ
さ
せ
る
こ
と
が
行
わ
れ
る
。
王
氏
大
法
巻
五

十
五
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

夫
れ
普
度
大
齋
は
、
廣
く
沈
魂
を
濟
ふ
。
其
の
中
に
如
し
生
存
に

懐
孕
し
、
胞
胎
解
け
ず
し
て
子
母
未
だ
分
れ
ず
、
或
は
子
存
し
て
母

亡
し
、
或
は
子
母
倶
に
亡
す
る
も
の
有
ら
ば
、
此
の
似
き
の
徒
は
、

何
に
縁
り
て
か
解
脱
せ
ん
や
。
當
に
先
づ
九
天
生
神
大
帝
に
奏
聞

し
、
九
天
監
生
司
仙
宰
に
申
聞
す
べ
し
。
正
齋
の
日
に
は
、
監
生
司

を
立
つ
。
兆（

（（
（

先
づ
司
に
詣
り
、
請
召
點
酌
し
啓
祝
す
。
亡
を
召
き
て

幕
に
赴
か
し
め
、
上
聖
の
監
生
す
る
を
請
ふ
を
俟
ち
て
、
斯こ
こ

に
臨
壇

し
て
度
を
受
く
可
し
。
監
生
眞
文
を
案
上
に
安
ん
ず
。
亡
人
を
し
て

之
を
見
せ
使
め
ば
、
自
然
に
百
骸
光
を
流
し
、
尸
穢
の
炁
を
攘
卻
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す
。夫

普
度
大
齋
、
廣
濟
沈
魂
。
其
中
如
有
生
存
懐
孕
、
胞
胎
不
解
子

母
未
分
、
或
子
存
而
母
亡
、
或
子
母
倶
亡
、
似
此
之
徒
、
何
縁
解

脱
。
當
先
奏
聞
九
天
生
神
大
帝
、
申
聞
九
天
監
生
司
仙
宰
。
正
齋
之

日
、
立
監
生
司
。
兆
先
詣
司
、
請
召
點
酌
啓
祝
。
俟
召
亡
赴
幕
、
請

上
聖
監
生
、
斯
可
臨
壇
受
度
、
安
監
生
眞
文
於
案
上
。
使
亡
人
見

之
、
自
然
百
骸
流
光
、
攘
卻（

（（
（

尸
穢
之
炁（

（（
（

矣
。

（
王
氏
大
法
巻
五
十
五
、
二
十
八
ｂ
）

　
「
普
度
大
齋
」
は
、
広
く
孤
魂
滯
魄
（
鬼
）
を
集
め
て
救
済
す
る
た
め

の
斎
儀
で
あ
る
。
そ
の
中
に
「
胞
胎
不
解
」
で
「
子
母
未
分
」
の
ま
ま
死

ん
だ
者
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
者
に
は
、
子
供
は
助
か
っ
た
が
母

は
亡
く
な
っ
た
場
合
も
あ
り
、
母
子
と
も
に
亡
く
な
っ
た
場
合
も
あ
る
。

そ
う
し
た
者
の
た
め
に
、
黄
籙
斎
の
「
行
道
」
が
行
わ
れ
る
日
（
正
齋
の

日
）
に
「
監
生
司
」
を
建
て
て
儀
礼
を
行
う
。
そ
の
儀
礼
に
つ
い
て
は
王

氏
大
法
巻
五
十
八
の
「
監
生
司
」
の
条
を
見
て
お
き
た
い
。

夫
れ
亡
魂
を
召
き
到
れ
ば
、
其
の
中
に
或
は
産
亡
の
者
有
り
。
當

に
先
づ
引
き
て
監
生
司
に
赴
か
し
め
、
法
に
依
り
て
行
持
す
べ
し
。

當
に
先
づ
聖
を
請
ひ
て
點
酌
す
べ
し
。

夫
召
到
亡
魂
、
其
中
或
有
産
亡
之
者
。
當
先
引
赴
監
生
司
、
依
法

行
持
當
先
請
聖
點
酌
。	

（
王
氏
大
法
巻
五
十
八
、
二
十
一
ａ
）

　

亡
魂
が
呼
び
集
め
ら
れ
る
と
、
そ
の
中
に
「
産
亡
の
者
」
が
い
る
。
こ

れ
を
「
監
生
司
」
に
導
く
。
ま
ず
は
じ
め
に
神
を
招
い
て
酒
を
供
え
る
。

「
監
生
大
神
」
を
招
く
呪
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

召
監
生
大
神
呪
（
監
生
大
神
を
召
く
呪
）

高
上
の
天　

玉
清
を
主
と
爲
す　

道
は
乾
坤
を
合
し　

主
制
し
て
魂

を
生
ず　

送
生
神
吏　

來
た
り
て
生
門
に
赴
け　

急
急
な
る
こ
と
元

始
上
帝
の
勅
の
如
く
せ
よ
〔
九
宮
訣　

東
北
炁　

至
る
を
存
す
〕

　
　
　

召
監
生
大
神
呪

高
上
之
天　

玉
清
爲
主　

道
合
乾
坤　

主
制
生
魂　

送
生
神
吏　

來

赴
生
門　

急
急
如

元
始
上
帝
勅
〔
九
宮
訣
東
北
炁
存
至
〕（

（（
（　

（
王
氏
大
法
巻
五
十
八
、
二
十
一
ｂ
）

　

こ
れ
を
唱
え
る
と
き
、
手
の
指
で
「
九
宮
訣
」
を
作
り
、
東
北
の
方
角

の
炁
を
取
る
。「
監
生
大
神
」
が
降
り
て
く
る
の
を
存
思
す
る
。
そ
し
て

「
已
生
未
生
符
」「
監
生
諸
符
」
を
焼
く
。
こ
れ
に
続
い
て
次
の
よ
う
に
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「
祝
」
を
唱
え
る
。

謹
ん
で
九
天
監
生
大
神
・
衛
房
聖
母
・
治
病
天
醫
君
等
衆
に
上
請

す
、
只
今
血
湖
に
引
過
（
拘
引
す
る
こ
と
）
せ
ら
る
る
、
未
だ
分
娩

せ
ざ
る
産
魂
等
衆
は
、
各
々
幕
に
入
り
て
以
て
分
娩
を
遂
げ
、
人
天

に
託
化
せ
ん
こ
と
を
。
急
急
な
る
こ
と
律
令
の
如
く
せ
よ
。

　

玉
訣
も
て
、
亡
人
の
幕
に
入
る
を
想
す
。

謹
上
請
九
天
監
生
大
神
・
衛
房
聖
母
・
治
病
天
醫
君
等
衆
、
只
今

引
過
血
湖
、
未
分
娩
産
魂
等
衆
、
各
入
幕
以
遂
分
娩
、
託
化
人
天
。

急
急
如
律
令
。

　

玉
訣
、
想
亡
人
入
幕
。	

（
王
氏
大
法
巻
五
十
八
、
二
十
一
ｂ
）

　
「
血
湖
地
獄
」
に
囚
わ
れ
て
い
る
ま
だ
分
娩
を
し
て
い
な
い
「
産
魂
」

た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
幕
（「
監
生
司
」
を
指
す
と
思
わ
れ
る
）
に
入
っ
て

分
娩
を
終
え
、
人
間
界
・
天
上
界
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
、「
九
天
監

生
大
神
」・「
衛
房
聖
母
」・「
治
病
天
醫
君
等
衆
」
に
願
う
内
容
で
あ
る
。

こ
れ
を
唱
え
な
が
ら
道
士
は
「
玉
訣
」
に
よ
っ
て
（「
手
訣
」
を
作
っ
て
、

な
い
し
は
、「
秘
訣
」
に
従
っ
て
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
）「
亡
人
」
が

幕
に
入
る
さ
ま
を
存
思
す
る
。
続
い
て
「
呪
」
を
唱
え
る
。

謹
ん
で
上
請
す
ら
く
、
雙
保
の
母
よ
、
速
か
に
眞
炁
を
賜
は
り
、

鬼
魂
を
救
ひ
て
天
に
生
ぜ
し
め
ん
こ
と
を
。

謹
上
請
、
雙
保
之
母
、
速
賜
眞
炁
、
救
鬼
魂
生
天
。

（
王
氏
大
法
巻
五
十
八
、
二
十
一
ｂ
）

　

こ
の
よ
う
に
唱
え
つ
つ
次
の
よ
う
に
す
る
。

中
文
を
搯
じ
、
靈
寶
祖
炁
も
て
旛
上
に
吹
く
。

搯
中
文
、
靈
寶
祖
炁
吹
旛
上
。（

王
氏
大
法
巻
五
十
八
、
二
十
二
ａ
）

左
手
の
親
指
で
「
中
文
」（「
中
宮
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
中
宮
」
は

中
指
の
第
一
関
節
と
第
二
関
節
の
間
）
を
押
さ
え
つ
つ
、「
靈
寶
祖
炁
」

を
「
旛
」
に
吹
き
付
け
る
。

次
い
で
監
眞
度
生
と
念
ず
る
こ
と
七
遍
、
又
中
篇
を
念
ず
る
こ
と

一
過
に
し
て
、
東
南
炁
を
取
り
て
吹
き
布
く
。
次
い
で
已
生
未
生
皆

な
生
成
を
得
ん
と
念
ず
る
こ
と
三
十
二
過
に
し
て
、
一
炁
を
取
り
て

吹
き
布
く
。
存
す
ら
く
亡
人
の
身
形
あ
り
て
、
青
色
の
光
明
室
に
滿

つ
る
を
。
若
し
未
だ
生
ま
れ
ざ
る
者
あ
ら
ば
、
分
誕
産
孕
符
を
焚
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し
、
雙
手
も
て
子
午
斗
し
て
、
陰
陽
を
分
ち
て
剔
去
す
。
一
口
を
旛

に
噀
水
す
。
五
内
の
炁
を
奮
發
し
、
袞
袞
と
し
て
升
り
て
絳
宮
に
至

り
、
重
樓
よ
り
出
で
、
兩
腎
丹
田
を
運
ら
し
、
雷
火
相
撃
ち
て
霹
靂

を
作
す
。
奮
迅
し
て
出
だ
し
、
一
身
を
化
生
し
て
、
開
解
し
て
子
母

分
形
す
。
此
に
激
震
の
聲
を
爲
し
、
胞
を
鍊
し
て
生
育
す
。

次
念
監
眞
度
生
七
遍
、
又
念
中
篇
一
過
、
取
東
南
炁
吹
布
。
次
念

已
生
未
生
皆
得
生
成
三
十
二
過
、
取
一
炁
吹
布
。
存
亡
人
身
形
、
青

色
光
明
滿
室
。
若
未
生
者
、
焚
分
誕
産
孕
符
、
雙
手
子
午
斗
、
分
陰

陽
剔
去
。
噀
水
一
口
于
旛
。
奮
發
五
内
之
炁
、
袞
袞
升
至
絳
宮
、
自

重
樓
出
、
運
兩
腎
丹
田
、
雷
火
相
撃
作
霹
靂
。
奮
迅
而
出
、
化
生
一

身
、
開
解
子
母
分
形
。
此
爲
激
震
之
聲
、
鍊
胞
生
育
。

（
王
氏
大
法
巻
五
十
八
、
二
十
二
ａ
）

　

続
い
て
「
監
眞
度
生
」
と
七
回
唱
え
、「
靈
書
中
篇
」（『
度
人
經
』
の

「
元
始
靈
書
中
篇
」）
を
一
回
唱
え
る
。「
東
南
炁
」
を
取
り
、
そ
れ
を
吹

い
て
一
面
に
ひ
ろ
げ
る
。
そ
し
て
「
已
生
未
生
皆
な
生
成
を
得
ん
」
と
三

十
二
回
唱
え
、
一
炁
を
取
っ
て
一
面
に
ひ
ろ
げ
る
。「
亡
人
の
身
形
」
が

現
れ
、
青
い
色
の
光
明
が
部
屋
に
一
杯
に
な
る
と
存
思
す
る
。
そ
れ
で
も

ま
だ
（
無
事
に
分
娩
し
て
）
生
ま
れ
て
い
な
い
者
が
い
た
な
ら
ば
、「
分

誕
産
孕
符
」
を
焼
き
、
両
手
で
「
子
午
斗
」（
北
斗
と
南
斗
か
）
の
形
を

作
り
、
陰
陽
を
分
け
て
除
き
去
る
。「
旛
」
に
向
か
っ
て
一
回
噀
水
す
る

（
口
に
含
ん
だ
水
を
霧
を
作
る
よ
う
に
し
て
吹
き
か
け
る
）。「
五
内
の
炁
」

は
身
中
の
五
臓
の
炁
で
あ
る
。
こ
れ
を
起
こ
し
て
「
絳
宮
」（
心
臓
の
下
、

両
乳
の
間
。
中
丹
田
）
に
送
り
、「
重
樓
」（
の
ど
）
か
ら
出
し
て
、「
兩

腎
丹
田
」（
左
右
の
腎
臓
と
下
丹
田
）
を
運
ら
せ
、「
雷
火
」
に
よ
っ
て

「
霹
靂
」
を
作
り
出
す
。
こ
れ
を
奮
い
立
た
せ
て
、
外
に
出
す
。「
一
身
」

を
生
み
出
し
、「
子
」
と
「
母
」
の
体
を
切
り
離
す
。「
激
震
の
聲
」
を
起

こ
し
、「
胞
」
を
錬
っ
て
生
育
す
る
。
そ
し
て
「
分
形
蛻
胎
呪
」
を
唱
え

る
。

五
行
の
炁
周
流
し
、
三
光
の
炁
飛
浮
す
。
靈
漿
下
り
灌
ぎ
、
玉
液

幽
を
蕩
ず
。
魂
神
澄
正
に
し
て
上
天
に
歸
し
、
萬
神
に
會
合
し
て
玉

京
に
遊
ぶ
。
急
急
な
る
こ
と
律
令
の
如
く
せ
よ
。

五
行
之
炁
周
流
、
三
光
之
炁
飛
浮
。
靈
漿
下
灌
、
玉
液
蕩
幽
、
魂

神
澄
正
歸
上
天
、
會
合
萬
神
玉
京
遊
。
急
急
如
律
令
。

（
王
氏
大
法
巻
五
十
八
、
二
十
二
ｂ
）

　

呪
文
と
存
思
を
中
心
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
儀
礼
が
「
産

亡
者
」
の
分
娩
を
遂
げ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

分
娩
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
な
く
死
ん
だ
者
に
は
、
そ
れ
を
遂
げ
さ
せ
て
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や
ら
な
け
れ
ば
救
わ
れ
な
い
。
そ
う
し
た
思
い
が
こ
う
し
た
儀
礼
を
生
み

出
し
、
行
わ
せ
て
い
る
。

　

霊
魂
が
、
生
前
の
疾
患
や
傷
損
を
そ
の
ま
ま
死
後
も
引
き
ず
っ
て
い
る

と
考
え
る
こ
と
は
、
凄
惨
な
死
の
場
面
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
く
る

の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
で
も
血
に
ま
み
れ
た
死
、
さ
ら
に
そ
の
中
で
も
出

産
に
お
け
る
死
。
そ
の
凄
惨
さ
は
、
霊
魂
と
肉
体
は
別
で
あ
り
、
肉
体
か

ら
霊
魂
が
離
れ
た
時
点
で
肉
体
の
疾
患
や
傷
損
は
霊
魂
と
無
関
係
に
な
る

と
い
う
考
え
方
を
、
受
け
入
れ
難
く
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
凄
惨
さ
と
霊

魂
が
救
わ
れ
な
い
こ
と
と
は
切
り
離
せ
な
い
。
救
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

霊
魂
そ
の
も
の
の
生
々
し
さ
は
、
死
の
凄
惨
さ
と
か
か
わ
っ
て
い
る
。

三
、
天
醫
に
よ
る
救
療

　
「
産
死
者
」
の
亡
魂
は
、「
蕩
穢
所
」
か
ら
「
監
生
司
」
を
經
て
「
天
醫

院
」（
十
二
堂
陛
の
一
つ
）
に
至
る
。
そ
の
他
の
血
ま
み
れ
の
死
を
経
た

亡
魂
は
、「
蕩
穢
所
」
か
ら
す
ぐ
に
「
天
醫
院
」
に
至
る
。
し
か
し
、「
天

醫
院
」
で
「
天
醫
」
に
よ
っ
て
治
療
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
亡
魂
は
そ

れ
だ
け
で
は
な
い
。
王
氏
大
法
巻
五
十
五
の
「
天
醫
院
」
の
条
に
は
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

亡
魂
を
契
勘
す
れ
ば
、
内
に
、
存
り
し
日
に
、
諸

の
病
苦
を
受

け
、
盲
聾
喑
啞
し
、
跛
痾
拳
攣
し
、
王
法
刀
兵
し
、
水
火
刎
縊
し
、

虎
狼
蠱
毒
し
、
雷
馘
刑
亡
し
、
陥
穽
殺
傷
し
、
碎
身
殞
命
し
、
一
切

の
形
相
完
か
ら
ざ
る
も
の
有
り
。
産
死
を
致
し
て
、
腥
血
交
流
し
、

子
母
未
だ
解
せ
ざ
る
者
は
、
當
に
先
づ
天
醫
を
請
降
し
、
下
臨
せ
し

め
て
亡
魂
を
救
療
す
べ
し
。
兆
先
づ
司
幕
を
立
て
、
預
め
天
醫
官
宰

を
請
ひ
、
靈
司
に
俯
降
し
、
儀
に
依
り
て
安
奉
す
。
亡
を
召
し
司
に

至
ら
し
め
、
兆
符
呪
を
以
て
運
用
し
、
天
醫
に
請
ひ
て
拯
治
完
全
な

ら
し
め
、
返
本
還
元
せ
俾し令
む
る
を
候
ち
、
壇
に
赴
き
朝
眞
聽
法
せ

し
む
。

契
勘
亡
魂
、
内
有
存
日
、
受
諸
病
苦
、
盲
聾
喑
啞
、
跛
痾
拳
攣
、

王
法
刀
兵
、
水
火
刎
縊
、
虎
狼
蠱
毒
、
雷
馘
刑
亡
、
陥
穽
殺
傷
、
碎

身
殞
命
、
一
切
形
相
不
完
。
致
於
産
死
、
腥
血
交
流
、
子
母
未
解

者
、
當
先
請
降
天
醫
、
下
臨
救
療
亡
魂
。
兆
先
立
司
幕
、
預
請
天
醫

官
宰
、
俯
降
靈
司
、
依
儀
安
奉
。
候
召
亡
至
司
、
兆
以
符
呪
運
用
、

請
天
醫
拯
治
完
全
、
俾
令
返
本
還
元
、
赴
壇
朝
眞
聽
法
。

（
王
氏
大
法
巻
五
十
五
、
二
十
九
ｂ
）

　

こ
こ
で
は
、
血
ま
み
れ
の
死
を
経
た
者
だ
け
で
は
な
く
、「
一
切
の
形

相
完
か
ら
ざ
る
」
者
が
み
な
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
蕩
穢
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所
」
を
経
な
い
で
「
天
醫
院
」
に
集
め
ら
れ
る
亡
魂
も
考
え
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
も
「
産
死
」
者
は
強
く
意
識
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
天
醫
院
」
に
集
め
ら
れ
た
亡
魂
は
、
こ
こ
で
身

体
の
完
全
性
を
回
復
し
た
後
に
、
は
じ
め
て
壇
に
赴
き
「
朝
眞
聽
法
」
す

な
わ
ち
神
に
拝
謁
し
て
法
を
聴
く
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
は
、
王
氏
大
法
巻
五
十
八
の
「
天
醫
院
」
の
条
に
記
す
と
こ
ろ
を

見
て
い
き
た
い
。

夫
れ
産
魂　

監
生
・
解
胞
、
既
に
畢
は
ら
ば
、
當
に
天
醫
神
吏
を

請
ひ
て
救
度
成
全
す
べ
し
。
又
亡
人
生
存
に
疾
を
受
け
て
殂し

す
る
有

れ
ば
、
魂
に
隨
ひ
て
病
有
り
て
、
十
相
完
か
ら
ず
。
又
況
や
亡
人
の

三
魂
幽
幽
冥
冥
に
し
て
、
三
寸
に
過
ぎ
ざ
る
を
や
。
既
に
無
形
無
身

に
し
て
、
如
何
ぞ
更
衣
・
朝
眞
し
て
受
食
せ
し
め
ん
。
今
の
人
多
く

此
の
一
節
を
究
め
ず
、
止
だ
歌
聲
吟
詠
を
以
て
世
人
を
惑
亂
す
る
の

み
。夫

産
魂
監
生
・
解
胞
既
畢
、
當
請
天
醫
神
吏
救
度
成
全
。
又
有
亡

人
生
存
受
疾
而
殂
、
隨
魂
有
病
十
相
不
完
。
又
況
亡
人
三
魂
幽
幽
冥

冥
、
不
過
三
寸
。
既
無
形
無
身
、
如
何
更
衣
・
朝
眞
受
食
、
今
人
多

不
究
此
一
節
、
止
以
歌
聲
吟
詠
惑
亂
世
人
。

（
王
氏
大
法
巻
五
十
八
、
二
十
二
ｂ
）

　

こ
こ
で
は
、
ま
ず
「
産
魂
」（「
産
死
者
」
の
魂
）
に
つ
い
て
、「
監
生

司
」
で
分
娩
を
遂
げ
た
の
ち
、「
天
醫
神
吏
」
に
よ
る
治
療
に
よ
っ
て
身

体
を
完
全
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
さ
ら
に
「
疾
」
に
よ
っ
て

死
ん
だ
者
も
、
魂
に
「
病
」
が
付
き
ま
と
っ
て
い
て
容
貌
が
完
全
で
は
な

い
の
だ
か
ら
、
同
様
に
「
天
醫
神
吏
」
に
よ
る
治
療
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
こ
ま
で
は
、
す
で
に
見
て
き
た
内
容
と
一
致
す
る
。
し
か

し
、
次
に
は
、
さ
ら
に
ま
た
と
し
て
、「
ま
し
て
死
者
の
三
魂
は
か
す
か

で
目
に
見
え
ず
、
三
寸
を
越
え
な
い
大
き
さ
で
あ
る
。
形
も
な
く
身
も
な

く
て
は
、
衣
服
を
着
替
え
て
、
神
に
拝
謁
し
、
食
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
な
い
の
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
魂
が
「
無
形

無
身
」
で
あ
る
か
ら
「
天
醫
」
に
よ
る
治
療
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
言
っ
て
い
る
の
だ
と
し
た
ら
、
す
べ
て
の
亡
魂
が
「
天
醫
」
に
よ
る
身

体
の
完
全
性
を
回
復
す
る
「
全
形
」
の
儀
礼
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
る
。「
天
醫
」
に
よ
る
治
療
を
亡
魂
に
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
理
由
が
、
異
な
っ
た
二
つ
の
考
え
方
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　

な
ぜ
こ
う
し
た
こ
と
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
儀

礼
の
実
施
状
況
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
血
ま
み
れ
の
死

を
経
た
亡
魂
を
特
に
救
済
す
る
儀
礼（

（（
（

が
行
わ
れ
た
一
方
で
、「
普
度
大
齋
」
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の
よ
う
に
あ
ま
ね
く
死
者
を
救
済
す
る
儀
礼
も
行
わ
れ
、
そ
こ
で
も
「
天

醫
」
に
よ
る
治
療
の
儀
礼
が
実
施
さ
れ
た
。「
普
度
」
の
場
合
、
救
済
の

対
象
と
な
る
亡
魂
に
、「
産
死
者
」
や
生
前
に
身
体
の
疾
患
・
傷
損
に
苦

し
ん
だ
亡
魂
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
、「
天
醫
」
に
よ
る

治
療
の
儀
礼
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
が
す
べ
て

の
亡
魂
に
及
ぼ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。「
普
度
」
を
行
う
時
に
は

亡
魂
の
恨
み
を
買
わ
な
い
よ
う
に
と
い
う
心
情
が
作
用
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。「
天
醫
」
に
よ
る
治
療
の
儀
礼
が
あ
り
が
た
い
も
の
で
あ
る
な

ら
ば
、
そ
れ
を
受
け
ら
れ
な
い
者
が
い
た
場
合
、
恨
ま
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。
そ
う
し
て
、
す
べ
て
の
亡
魂
を
対
象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由

づ
け
も
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
以
上
、
考
え
う

る
一
つ
の
解
釈
で
あ
る
。

　

判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
残
る
が
、
こ
こ
で
は
「
産
魂
」
と
「
生
存
受

疾
」
の
者
に
つ
い
て
は
、
魂
に
身
体
の
疾
患
・
傷
損
が
残
っ
て
い
る
こ
と

が
「
天
醫
」
の
治
療
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
亡
魂
そ
の
も
の
の
「
無
形
無
身
」
の
状
態
か
ら

身
体
を
回
復
さ
せ
て
、
衣
服
を
着
た
り
、
神
に
拝
謁
し
た
り
、
食
物
が
喉

を
通
る
よ
う
に
さ
せ
る
た
め
に
「
天
醫
」
に
よ
る
治
療
を
受
け
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
理
由
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
前
者
は
、

「
産
死
者
」
や
身
体
に
疾
患
・
傷
損
の
あ
っ
た
者
を
救
う
た
め
の
儀
礼
に

対
応
し
た
理
由
づ
け
で
あ
り
、
後
者
は
「
普
度
大
齋
」
の
よ
う
に
あ
ま
ね

く
死
者
を
救
う
た
め
の
儀
礼
に
対
応
し
た
理
由
づ
け
で
あ
ろ
う
。
王
氏
大

法
は
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
並
べ
て
記
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
お
そ
ら
く
「
普
度
大
齋
」
に
合
わ
せ
た
説
明
を
し
つ
つ
も
、「
産

死
者
」
や
身
体
の
疾
患
・
傷
損
に
苦
し
ん
で
死
ん
だ
者
を
意
識
せ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

続
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

凡
そ
亡
魂
を
召
き
到
さ
ば
、
當
に
天
醫
を
請
ひ
て
拯
治
す
べ
し
。

魂
を
引
き
て
幕
に
赴
か
し
め
、
聖
を
請
ひ
て
點
酌
し
、
符
呪
を
以
て

存
用
し
、
五
府
内
事
を
行
ひ
、
本
來
の
形
體
に
復
さ
し
む
。
既
に
形

質
有
ら
し
め
ば
、
次
い
で
咽
喉
を
開
き
、
次
い
で
兆
自
身
の
五
芽
玉

液
を
運
ら
し
、
五
府
の
祕
法
を
運
ら
し
、
之
に
吹
き
て
人
と
成
す
。

始
め
て
咽
喉
の
開
通
を
得
れ
ば
、
方
に
更
衣
・
受
食
せ
し
む
可
し
。

凡
召
到
亡
魂
、
當
請
天
醫
拯
治
、
引
魂
赴
幕
、
請
聖
點
酌
、
以
符

呪
存
用
、
行
五
府
内
事
、
復
本
來
形
體
。
既
有
形
質
、
次
開
咽
喉
、

次
運
兆
自
身
五
芽
玉
液
、
運
五
府
祕
法
、
吹
之
成
人
。
始
得
咽
喉
開

通
、
方
可
更
衣
・
受
食
。

（
王
氏
大
法
巻
五
十
八
、
二
十
二
ｂ
～
二
十
三
ａ
）
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す
べ
て
亡
魂
は
、
招
か
れ
て
き
た
ら
、「
天
醫
」
に
よ
る
治
療
を
受
け

て
救
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
記
し
た
後
、
儀
礼
の
お
お
よ
そ
の
手
順

を
記
し
て
い
る
。

身
体
を
回
復
す
る
上
で
は
「
五
府
内
事
」
が
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。「
五
府
内
事
」
に
よ
っ
て
「
本
來
の
形
體
」
に
戻
し
、「
咽
喉
」
を
開

く
。「
咽
喉
」
を
開
く
こ
と
で
「
食
」
も
喉
を
通
る
こ
と
に
な
る
。
続
い

て
道
士
が
存
思
に
よ
っ
て
自
身
の
「
五
芽
玉
液
」
を
め
ぐ
ら
し
、「
五
府

の
祕
法
」
を
行
っ
て
、
炁
を
亡
魂
に
吹
い
て
人
と
し
て
の
形
体
に
戻
す
こ

と
を
記
す
。
並
行
し
て
こ
の
よ
う
に
行
う
こ
と
を
記
し
て
い
る
の
か
、
同

じ
よ
う
な
趣
旨
の
儀
礼
を
形
を
変
え
て
重
ね
て
行
う
こ
と
を
記
し
て
い
る

の
か
、
こ
こ
で
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
一
連
の
「
五
府
内
事
」

の
こ
と
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

王
氏
大
法
巻
五
十
八
で
は
、
こ
れ
に
続
け
て
「
召
天
醫
布
符
」
を
焼
き

「
召
呪
」
を
念
ず
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。「
天
醫
院
」
に
お
け
る
儀
礼
の
最

初
の
部
分
で
あ
る
。

　
　
　

召
天
醫
符
を
焚
す　

次
い
で
召
呪
を
念
ず

天
醫
大
聖　

地
醫
大
聖　

金
丹
仙
薬
も
て　

普
く
群
生
を
救
へ　

眞
炁
を
降
臨
せ
し
め
よ　

召
す
を
聞
か
ば
速
か
に
至
れ　

一
時
に
形

を
復
せ
。
急
急
な
る
こ
と
律
令
の
如
く
せ
よ

　
　
　

焚
召
天
醫
符　

次
念
召
呪

天
醫
大
聖　

地
醫
大
聖　

金
丹
仙
薬　

普
救
群
生　

降
臨
眞
炁　

聞
召
速
至　

一
時
復
形　

急
急
如
律
令

	

（
王
氏
大
法
巻
五
十
八
、
二
十
三
ａ
）

　

次
に
は
、「
天
醫
」
を
降
ろ
し
て
く
る
時
の
存
思
が
記
さ
れ
て
い
る
。

先
づ
日
月
星
斗
三
光
の
、
天
醫
院
を
覆
定
す
る
を
存
す
。
天
醫
諸

符
を
水
盂
内
に
焚
し
、
沾
洒
し
て
行
持
し
、
玉
訣
も
て
正
炁
を
ひ

く
。
存
す
ら
く
天
官
五
人
は
、
五
色
の
繍
衣
を
着
、
五
方
自
り
降
下

し
、
各

符
藥
を
持
ち
、
炁
を
布
き
て
亡
魂
を
醫
療
す
。
次
い
で
五

方
の
眞
炁
を
化
し
て
、
天
醫
院
を
匝
覆
し
、
一
團
の
眞
火
月
輪
を
作

す
。
天
醫
は
拯
治
す
。
五
帝
全
形
符
を
焚
し
、
五
府
内
事
を
行
ふ
。

先
存
日
月
星
斗
三
光
、
覆
定
天
醫
院
。
焚
天
醫
諸
符
於
水
盂
内
、

沾
洒
行
持
、
玉
訣
正
炁
。
存
天
官
五
人
、
着
五
色
繍
衣
、
自
五
方
降

下
、
各
持
符
藥
、
布
炁
醫
療
亡
魂
。
次
化
五
方
眞
炁
、
匝
覆
天
醫

院
、
作
一
團
眞
火
月
輪
。
天
醫
拯
治
。
焚
五
帝
全
形
符
、
行
五
府
内

事
。	

（
王
氏
大
法
巻
五
十
八
、
二
十
三
ａ
～
ｂ
）

「
天
醫
」
を
招
い
た
後
、「
五
帝
全
形
符
」
を
焼
き
、「
五
府
内
事
」
を
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行
う
。「
五
府
」
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

夫
れ
五
府
な
る
者
は
、
一
は
泉
曲
の
府
爲
り
。
是
れ
腎
宮
に
し

て
、
天
一
水
位
の
精
を
主
る
。
二
は
陽
明
の
府
爲
り
。
是
れ
心
宮
に

し
て
、
地
二
火
位
の
精
を
屬
す
。
天
三
は
木
を
生
じ
、
木
は
肝
宮
に

屬
す
。
是
れ
發
生
の
府
爲
り
。
以
て
春
の
生
物
を
象
る
な
り
。
地
四

は
金
を
生
じ
、
肺
宮
に
屬
す
。
是
れ
崑
崙
の
府
爲
り
。
以
て
秋
の
收

成
を
象
る
な
り
。
然
し
て
春
は
肝
に
屬
し
て
木
爲
り
、
青
龍
を
主

る
。
秋
は
肺
に
屬
し
て
金
爲
り
、
白
虎
を
主
る
。
夏
は
心
に
屬
し
て

火
爲
り
、
朱
雀
を
主
る
。
冬
は
腎
に
屬
し
て
水
爲
り
、
玄
武
を
主

る
。
四
象
既
に
備
は
り
、
萬
神
倶
に
中
黄
の
庭
に
歸
す
。
黙
し
て
五

府
の
事
を
行
ふ
、
當
に
脾
神
中
宮
に
在
り
て
、
黄
庭
の
府
爲
る
を
存

す
べ
し
。
能
く
萬
物
を
生
長
し
、
五
行
周
く
備
は
れ
ば
、
則
ち
萬
神

咸
く
亨
る
。
然
る
後
、
亡
魂
の
形
體
悉
く
具
は
り
て
、
以
て
沐
浴
・

更
衣
し
、
朝
眞
・
聽
法
し
、
受
鍊
・
更
生
す
可
き
な
り
。

夫
五
府
者
、
一
爲
泉
曲
之
府
、
是
腎
宮
、
主
天
一
水
位
之
精
。
二

爲
陽
明
之
府
、
是
心
宮
、
屬
地
二（

（（
（

火
位
之
精
。
天
三
生
木
、
木
屬
肝

宮
、
是
爲
發
生
之
府
、
以
象
乎
春
之
生
物
也
。
地
四
生
金
、
屬
肺

宮
、
是
爲
崑
崙
之
府
、
以
象
乎
秋
之
收
成
也
。
然
春
屬
肝
爲
木
、
主

青
龍
。
秋
屬
肺
爲
金
、
主
白
虎
。
夏
屬
心
爲
火
、
主
朱
雀
。
冬
屬
腎

爲
水
、
主
玄
武
。
四
象
既
備
、
萬
神
倶
歸
於
中
黄
之
庭
。
黙
行
五
府

之
事
、
當
存
脾
神
在
於
中
宮
、
爲
黄
庭
之
府
、
能
生
長
萬
物
、
五
行

周
備
、
則
萬
神
咸
亨
矣
。
然
後
、
亡
魂
形
體
悉
具
、
可
以
沐
浴
更

衣
、
朝
眞
聽
法
、
受
鍊
更
生
也
。

（
王
氏
大
法
巻
五
十
八
、
二
十
三
ｂ
～
二
十
四
ａ
）

　
「
五
府
」
は
「
泉
曲
の
府
」「
陽
明
の
府
」「
發
生
の
府
」「
崑
崙
の
府
」「
黄

庭
の
府
」
で
あ
り
、
五
行
・
五
臓
に
対
応
す
る
。「
能
く
萬
物
を
生
長
し
、

五
行
周
く
備
は
れ
ば
、
則
ち
萬
神
咸
く
亨
る
。
然
る
後
亡
魂
の
形
體
悉
く

具
は
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
五
行
の
炁
に
よ
っ
て
亡
魂
の
形
体
を
回
復
さ

せ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
行
う
時
に
「
五
帝
諱
」
を
唱
え
て
存
思
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た

よ
う
で
あ
る
。

　
　
　

五
帝
諱
を
存
す

功
都
成
〔
中
〕　

切
角
正
〔
子
〕　

興
生
轉
〔
卯
〕　

可
韓
明
〔
午
〕　

獨
隷
遷
〔
酉
〕　

魂
に
對
し
魂
を
聚
む
、
功
都
魂
を
聚
め
て
攝
せ
よ
。

卯
文
を
搯
じ
、
紅
杏
と
黙
念
す
。
存
す
ら
く
青
帝
の
東
よ
り
青

龍
に
駕
し
て
至
る
。
兆
は
肝
炁
を
運
ら
し
て
眼
よ
り
出
し
、
之
に

合
し
て
嘘
去
す
る
を
。
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酉
文
を
搯
じ
、
磨
眞
と
黙
念
す
。
存
す
ら
く
白
帝
の
西
よ
り
白

龍
に
駕
し
て
至
る
。
兆
は
肺
炁
を
運
ら
し
て
鼻
よ
り
出
し
、
之
に

合
し
て

去
す
る
を
。

午
文
を
搯
じ
、
墨
黑
と
黙
念
す
。
存
す
ら
く
赤
帝
の
南
よ
り
赤

龍
に
駕
し
て
至
る
。
兆
は
心
炁
を
運
ら
し
て
口
よ
り
出
し
、
之
に

合
し
て
呵
去
す
る
を
。

子
文
を
搯
じ
、
襪
臘
と
黙
念
す
。
存
す
ら
く
黒
帝
の
北
よ
り
黒

龍
に
駕
し
て
至
る
。
兆
は
腎
炁
を
運
ら
し
て
耳
よ
り
出
し
、
之
に

合
し
て
吹
去
す
る
を
。

中
文
を
搯
じ
、
靈
寶
と
黙
念
す
。
存
す
ら
く
黄
帝
の
中
宮
よ
り

黄
龍
に
駕
し
て
至
る
。
兆
は
脾
炁
を
運
ら
し
て
唇
よ
り
出
し
、
之

に
合
し
て
呼
去
す
る
を
。
存
す
ら
く
亡
魂
環
列
し
て
前
に
在
り
、

天
醫
六
職
醫
療
し
て
形
體
を
完
全
な
ら
し
む
。
五
方
五
帝
は
五
色

眞
炁
を
降
し
、
亡
人
に
灌
漑
し
、
頂
門
よ
り
し
て
入
る
。

　
　
　

存
五
帝
諱

功
都
成
〔
中
〕　

切
角
正
〔
子
〕　

興
生
轉
〔
卯
〕　

可
韓
明
〔
午
〕　

獨
隷
遷
〔
酉
〕　

對
魂
聚
魂
、
功
都
聚
魂
攝
。

搯
卯
文
、
黙
念　

紅
杏
。
存
青
帝
自
東
駕
青
龍
至
。
兆
運
肝
炁

自
眼
出
、
合
之
嘘
去
。

搯
酉
文
、
黙
念　

磨
眞
。
存
白
帝
自
西
駕
白
龍
至
。
兆
運
肺
炁

自
鼻
出
、
合
之

去
。

搯
午
文
、
黙
念　

墨
黑
。
存
赤
帝
自
南
駕
赤
龍
至
。
兆
運
心
炁

自
口
出
、
合
之
呵
去
。

搯
子
文
、
黙
念　

襪
臘
。
存
黒
帝
自
北
駕
黒
龍
至
。
兆
運
腎
炁

自
耳
出
、
合
之
吹
去
。

搯
中
文
、
黙
念　

靈
寶
。
存
黄
帝
自
中
宮
駕
黄
龍
至
。
兆
運
脾

炁
自
唇
出
、
合
之
呼
去
。
存
亡
魂
環
列
在
前
、
天
醫
六
職
醫
療
完

全
形
體
。
五
方
五
帝
降
五
色
眞
炁
、
灌
漑
亡
人
、
頂
門
而
入
。

（
王
氏
大
法
巻
五
十
八
、
二
十
四
ａ
～
ｂ
）

　
「
功
都
成
」
以
下
の
呪
文（

（（
（

を
唱
え
（
こ
の
と
き
も
手
訣
が
伴
う
）
た
後
、

左
手
の
親
指
で
左
手
の
他
の
指
に
配
当
さ
れ
て
い
る
各
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ

え
る
手
訣
を
行
い
な
が
ら
、「
五
帝
諱
」（「
紅
杏
」「
磨
眞
」「
墨
黑
」「
襪

臘
」「
靈
寶
」）（

（（
（

を
唱
え
て
存
思
す
る
。
次
に
「
全
形
呪
」
を
挙
げ
る
。

　
　
　

全
形
呪

玄
元
始
炁
は
、
三
元
を
孕
育
し
、
胚
胎
肇
め
て
啓
く
。
二
景
は
回

旋
し
、
陰
陽
秀
を
蘊つ

ん
で
、
胞
元
に
凝
結
し
、
世
象
を
形
容
す
。
業

を
積
む
こ
と
無
邊
な
れ
ば
、
五
宮
六
府
は
、
三
田
に
結
塞
し
、
百
關

九
竅
は
、
滓
を
累
ね
て
愆
を
成
す
。
形
消
じ
炁
散
じ
、
魂
は
九
泉
に



全形儀小考— 239 —

繋
が
れ
、
魂
に
隨
ひ
て
疾
を
帶
び
、
脱
を
求
む
る
に
何
に
縁
ら
ん
。

天
醫
・
尚
藥
、
痾
纏
を
拯
濟
せ
よ
。
首
斷
た
ば
續
を
爲
し
、
筋
斷
た

ば
聯
を
爲
し
、
蠱
癩
は
剥
を
爲
し
、
水
腹
は
寛
を
爲
し
、
胎
留
ま
る

は
下
す
を
爲
し
、
孕
育
發
生
し
、
拳
攣
は
伸
縮
し
、
喑
啞
は
能
く
言

ひ
、
手
足
具
は
ら
ざ
る
は
、
倶
に
完
全
な
る
を
得
し
め
、
盲
聾
は
視

聽
し
、
顚
狂
は
復
元
し
、
老
者
は
壯
に
返
り
、
執
對
は
冤
を
和
げ
、

飢
饉
は
充
實
し
、
沈
痾
は
悉
く
蠲の
ぞ

か
れ
、
風
勞
は
頓
絶
し
、
咸
く
完

痊
す
る
を
得
ん
こ
と
を
。
魄
戸
は
閉
關
し
、
魂
門
に
仙
を
鍊
せ
ん
。

存
す
ら
く
亡
魂
の
形
體
完
具
す
る
を
。
西
南
炁
を
取
り
て
之
を

布
く
。
想
す
ら
く
亡
者
の
魂
來
た
り
て
、
眞
炁
に
乗
ず
る
を
。
解

十
傷
符
命
を
焚
す
。

　
　
　

全
形
呪

玄
元
始
炁　

孕
育
三
元　

胚
胎（

（（
（

肇
啓　

二
景
回
旋　

陰
陽
蘊
秀　

凝
結
胞
元（

（（
（
　

形
容
世
象（

（（
（
　

積
業
無
邊　

五
宮
六
府　

結
塞
三
田　

百

關
九
竅　

累
滓
成
愆　

形
消
炁
散　

魂
繋
九
泉　

隨
魂
帶（

（（
（

疾　

求
脱

何
縁　

天
醫
尚
藥　

拯
濟
痾
纏　

首
斷
爲
續　

筋
斷
爲
聯　

蠱
癩
爲

剥　

水
腹
爲
寛　

胎
留
爲
下　

孕
育
發
生　

拳
攣
伸
縮　

喑
啞
能
言　

手
足
不
具　

倶
得
完
全　

盲
聾（

（（
（

視
聽　

顛
狂
復
元（

（（
（

　

老
者（

（（
（

返
壯　

執

對
和
冤　

飢（
（（
（

饉
充
實　

沈
痾
悉
蠲　

風
勞
頓（

（（
（

絶　

咸
得
完（

（（
（

痊　

魄
戸

閉（
（（
（

關　

魂
門
鍊
仙（

（（
（

存
亡
魂
形
體
完
具
。
取
西
南
炁
布
之
。
想
亡
者
魂
來
、
乗
眞

炁
。
焚
解
十
傷
符
命
。	（
王
氏
大
法
巻
五
十
八
、
二
十
五
ａ
～
ｂ
）

　
「
全
形
呪
」
を
唱
え
な
が
ら
亡
魂
の
「
形
體
」
が
「
完
具
」
す
る
の
を

存
思
す
る
。
西
南
の
炁
を
取
る
が
、
西
南
は
「
仙
道
生
門
」
の
方
角
で
あ

る（
（（
（

。
そ
し
て
「
亡
者
の
魂
」
が
や
っ
て
き
て
「
眞
炁
」
に
乗
る
の
を
存
思

す
る
。
こ
こ
で
は
「
首
斷
」（

（（
（

以
下
、
具
体
的
に
身
体
の
不
完
全
性
を
回

復
す
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。

小
結

　
「
全
形
」
の
儀
礼
は
、
亡
魂
の
身
体
の
完
全
性
を
回
復
さ
せ
る
儀
礼
で

あ
る
。
肉
体
と
分
離
し
た
霊
魂
に
疾
患
や
傷
損
が
残
る
こ
と
の
違
和
感

は
、
南
宋
期
に
儀
礼
を
行
っ
て
い
た
道
士
た
ち
の
間
に
も
あ
っ
た
。
し
か

し
、
救
う
べ
き
死
者
の
霊
魂
に
付
き
ま
と
う
疾
患
や
傷
損
の
苦
し
み
こ

そ
、
道
教
の
神
に
た
よ
っ
て
取
り
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
霊
魂
に
つ
き
ま
と
う
疾
患
や
傷
損
を
除
い
て
か
ら
で
な
け

れ
ば
、
神
に
拝
謁
し
、
鍊
度
を
受
け
る
過
程
に
移
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
考
え
方
が
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

王
氏
大
法
や
蔣
氏
立
成
儀
で
は
、「
九
泉
六
道
孤
魂
」
に
対
す
る
救
済
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に
際
し
て
「
全
形
」
の
儀
礼
を
行
っ
て
い
る
が
、
靈
寶
玉
鑑
で
は
、「
正

薦
」「
附
薦
」（

（（
（

を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
死
者
の
霊
魂
の
た
め
に
「
全
形
」
を

行
っ
て
い
る（

（（
（

。
こ
う
し
た
儀
式
書
の
成
立
に
つ
い
て
、
前
後
関
係
を
確
定

す
る
の
は
難
し
い
の
で
簡
単
に
は
言
え
な
い
が
、
王
氏
大
法
や
蔣
氏
立
成

儀
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
孤
魂
を
対
象
に
し
た
「
普
度
」
に
お
い
て
「
全

形
」
を
行
う
形
が
ま
ず
存
在
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
「
普
度
」

に
お
い
て
、
血
ま
み
れ
の
死
を
経
た
者
だ
け
を
対
象
に
し
て
「
全
形
」
を

行
っ
た
の
が
、
す
べ
て
の
死
者
を
対
象
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い（

（（
（

。

　

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
孤
魂
を
対
象
に
し
た
「
普
度
」
に
お
い
て
、

孤
魂
の
中
に
血
ま
み
れ
の
死
を
経
た
者
が
い
る
可
能
性
を
考
え
る
と
こ
ろ

か
ら
「
全
形
」
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
恐
ら
く
は

そ
う
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。「
普
度
」
で
そ
う
し
た
儀
礼
を
行
う
よ
う
に

な
る
よ
り
前
に
、
死
の
苦
し
み
の
生
々
し
さ
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
死
、
身
近
な
者
の
血
ま
み
れ
の
死
を
救
う
必
要
が
あ
っ
て
、「
全
形
」

の
よ
う
な
儀
礼
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
戦
争
や
大
き
な
災

害
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
に
も
、「
全
形
」
の
儀
礼
が
必
要
と
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
。
大
量
の
死
に
直
面
し
た
あ
と
に
「
普
度
」
を
行
う
の
で
あ
れ

ば
、
切
実
に
「
全
形
」
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
が
、「
全
形
」
の
儀
礼

自
体
は
「
産
死
者
」
や
大
量
の
血
を
流
し
て
死
ん
だ
者
へ
の
個
別
的
な
対

処
の
方
法
と
し
て
成
立
し
て
き
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

小
稿
で
は
「
全
形
」
の
儀
礼
の
具
体
的
内
容
に
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
今
後
は
、
こ
の
儀
礼
で
用
い
ら
れ
る
大
量
の
符
や
呪
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
際
に
は
、
鍊
度
系
の
死
者
救
済
儀
礼
の

流
れ
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
生
者
の
病
気
治
し
の
儀
礼
と
の
関
係
か
ら
も

考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

注（１
）	

南
宋
期
に
は
必
ず
し
も
「
全
形
」
と
い
う
儀
礼
名
称
が
定
着
し
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
天
醫
」
を
請
い
身
体
の
完
全
性
を
回
復
す
る

儀
礼
を
「
全
形
」
と
称
し
て
お
く
。

（
２
）	

鍊
度
系
の
儀
礼
に
つ
い
て
は
、
丸
山
宏
『
道
教
儀
礼
文
書
の
歴
史
的
研
究
』
汲
古

書
院
、
二
〇
〇
四
年
、
第
二
部
第
三
章
、
松
本
浩
一
『
宋
代
の
道
教
と
民
間
信

仰
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
、
第
二
章
参
照
。

（
３
）	

王
氏
大
法
（
寗
全
眞
授
、
王
契
眞
纂
『
上
淸
靈
寶
大
法
』
道
藏
Ｓ
Ｎ
一
二
二
一
。

小
稿
で
は
王
氏
大
法
と
略
称
す
る
）
は
、「
第
二
日
正
齋
」
の
日
の
夜
に
、「
普
召

九
泉
六
道
孤
魂
」
に
続
い
て
「
全
形
生
育
」
を
行
う
程
序
を
示
し
て
い
る
（
巻
五

十
四
、
十
七
ａ
）。
蔣
氏
立
成
儀
（
留
用
光
伝
授
、
蔣
叔
輿
編
次
『
無
上
黄
籙
大

齋
立
成
儀
』、
道
藏
Ｓ
Ｎ
五
〇
八
）
は
、「
第
二
日
正
齋
行
道
」
の
「
靜
夜
」
に
、

「
普
召
九
泉
六
道
」
に
続
い
て
「
全
形
」
を
行
う
程
序
を
示
し
て
い
る
（
巻
一
、

十
一
ｂ
）。
靈
寶
玉
鑑
（
撰
者
不
詳
『
靈
寶
玉
鑑
』
道
藏
Ｓ
Ｎ
五
四
七
）
の
「
攝

召
拯
療
資
次
」
は
、「
召
請
正
度
亡
位
」「
召
附
薦
亡
位
」「
召
請
普
度
六
位
」「
召

請
六
道
」「
召
請
二
十
四
類
孤
魂
」
の
後
、「
監
生
司
」「
玉
清
蕩
穢
所
」「
天
醫
院
」
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の
順
に
旛
で
亡
魂
を
導
き
、「
天
醫
院
」
で
「
拯
療
亡
魂
」「
五
府
行
事
之
法
」
等

を
行
う
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
巻
三
、
一
ｂ
以
下
）。

（
４
）	

金
允
中
編
『
上
淸
靈
寶
大
法
』
四
十
四
巻
、
道
藏
Ｓ
Ｎ
一
二
二
三
。
小
稿
で
は
金

氏
大
法
と
略
称
す
る
。

（
５
）	

金
氏
大
法
巻
二
十
三
、
十
二
ａ
。
丸
山
宏
氏
は
、
金
允
中
の
道
士
と
し
て
活
動
期

間
を
一
二
〇
五
年
か
ら
一
二
二
五
年
の
間
と
し
て
い
る
。
前
掲
丸
山
二
〇
〇
四

年
、
四
六
二
頁
。

（
６
）	

寗
全
眞
授
、
林
靈
眞
編
『
靈
寶
領
教
濟
度
金
書
』
三
百
二
十
巻
、
道
藏
Ｓ
Ｎ
四
六

六
。
小
稿
で
は
林
氏
金
書
と
略
称
す
る
。

（
７
）	

周
思
得
修
集
『
上
清
靈
寶
濟
度
大
成
金
書
』、『
蔵
外
道
書
』
第
十
六
冊
・
第
十
七

冊
所
収
。
小
稿
で
は
周
氏
金
書
と
略
称
す
る
。

（
８
）	

な
お
、
私
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
き
た
現
代
台
南
の
道
教
で
は
、「
全

形
」
と
称
す
る
儀
礼
は
な
い
が
、
そ
の
内
容
を
伝
え
て
い
る
科
目
と
し
て
は
、

「
祭
藥
王
」
が
あ
る
。「
祭
藥
王
」
の
儀
礼
は
「
藥
王
酌
獻
」
ま
た
は
「
藥
王
寶

懺
」
と
し
て
行
わ
れ
る
（
拙
稿
「
台
南
地
区
の
做
功
徳
―
地
域
的
差
異
お
よ
び
道

士
団
の
構
成
に
つ
い
て
―
」『
儀
礼
文
化
』
第
十
七
号
、
一
九
九
二
年
、
八
三
～

八
四
頁
参
照
）。
大
淵
忍
爾
編
『
中
国
人
の
宗
教
儀
礼　

仏
教　

道
教　

民
間
信

仰
』
福
武
書
店
、
一
九
八
三
年
（
道
教
部
分
の
再
刊
：
大
淵
忍
爾
『
中
国
人
の
宗

教
儀
礼　

道
教
篇
』
風
響
社
、
二
〇
〇
五
年
）
に
台
南
道
教
の
『
太
上
鴻
名
靈
寶

藥
師
寶
懺
』（
藥
王
寶
懺
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
五
九
五
～
五
九
九
頁
）
が
、

そ
れ
に
は
「
天
醫
」
を
召
請
し
て
亡
者
の
病
を
治
す
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（
９
）	「
章
」
は
、
上
章
儀
礼
に
用
い
ら
れ
る
儀
礼
文
書
で
あ
る
。
上
章
儀
礼
に
つ
い
て

は
、
前
掲
丸
山
二
〇
〇
四
年
、
第
一
部
、
第
一
章
～
第
三
章
参
照
。
六
朝
か
ら
唐

の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
『
赤
松
子
章
暦
』（
前
掲
丸
山
二
〇
〇
四
年
、
六
四
頁
参

照
）
に
は
、
六
朝
・
唐
以
前
の
上
章
儀
礼
の
章
文
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

中
に
も
「
天
醫
」
に
か
か
わ
る
記
述
が
見
ら
れ
る
（
巻
二
、
十
一
ｂ
、
巻
三
、
二

十
一
ａ
、
巻
四
、
十
三
ｂ
、
七
ｂ
）。
し
か
し
、
そ
れ
は
死
者
を
治
療
す
る
た
め

の
も
の
で
は
な
く
、
生
者
の
病
を
治
療
し
た
り
、
出
産
を
助
け
た
り
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
。「
天
醫
」
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
10
）	「
道
德
經
云
、
吾
有
大
患
、
爲
吾
有
身
」。『
老
子
』
第
十
三
章
に
は
「
吾
所
以
有

大
患
、
爲
我
有
身
」（
朱
謙
之
撰
『
老
子
校
釋
』
新
編
諸
子
集
成
、
中
華
書
局
、

一
九
八
四
年
）
と
あ
る
。

（
11
）	「
宋
齊
丘
化
書
、
時
我
本
無
害
、
而
筋
骨
爲
之
害
。
我
本
無
痛
、
而
血
肉
爲
之

痛
」。
正
統
道
蔵
所
収
の
『
化
書
』（
Ｓ
Ｎ
一
〇
四
四
）
巻
一
「
爪
髪
」
の
項
に
は

「
是
我
本
無
害
、
而
筋
骨
爲
之
害
。
我
本
無
痛
、
而
血
肉
爲
之
痛
」（
八
ｂ
）
と
あ

る
。
萬
暦
続
道
蔵
に
も
『
化
書
』（
Ｓ
Ｎ
一
四
七
八
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、

該
当
箇
所
（
巻
一
、
八
ｂ
）
に
つ
い
て
は
正
統
道
蔵
所
収
の
も
の
と
異
同
は
な

い
。『
化
書
』
の
作
者
に
つ
い
て
は
、「
南
宋
以
降
は
、
本
来
は
譚
峭
の
著
述
で

あ
っ
た
も
の
を
宋
齊
丘
が
盗
用
し
た
と
言
わ
れ
る
様
に
」
な
っ
た
と
い
う
。
山
田

俊
『『
朱
子
語
類
』
訳
注　

巻
百
二
十
五
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
、
一
五
七

頁
参
照
。

（
12
）	

金
氏
大
法
が
亡
魂
の
身
体
性
を
全
く
認
め
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
は
、

こ
こ
で
「
亡
魂
の
身
」
に
言
及
し
「
塵
垢
」
を
落
と
す
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
こ

ろ
に
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
身
体
性
を
帯
び
て
い
て
も
、
生
前
の
疾
患
や
傷
損
は

肉
体
の
消
失
と
と
も
に
失
わ
れ
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
13
）	

留
用
光
伝
授
、
蔣
叔
輿
編
次
『
無
上
黄
籙
大
齋
立
成
儀
』
五
十
七
巻
、
道
藏
Ｓ
Ｎ

五
〇
八
。
小
稿
で
は
蔣
氏
立
成
儀
と
略
称
す
る
。

（
14
）	

撰
者
不
詳
『
靈
寶
玉
鑑
』
四
十
三
巻
、
道
藏
Ｓ
Ｎ
五
四
七
。

（
15
）	
こ
こ
で
は
「
全
形
」
に
あ
た
る
儀
礼
を
「
行
天
醫
」
と
称
し
て
い
る
。
ま
た
靈
寶

玉
鑑
巻
三
に
は
「
攝
召
拯
療
資
次
」
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
「
拯
療
」
と
称
し
て

い
る
。
儀
礼
の
科
目
と
し
て
は
「
攝
召
拯
療
」
と
い
う
一
続
き
の
も
の
と
し
て

扱
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
16
）	

後
で
触
れ
る
が
、
王
氏
大
法
は
こ
う
し
た
考
え
方
を
し
て
い
な
い
。
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（
17
）	
注
（
３
）
参
照
。

（
18
）	
十
二
堂
陛
に
つ
い
て
は
、
前
掲
丸
山
二
〇
〇
四
年
、
二
二
三
頁
参
照
。
王
氏
大
法

は
「
十
二
堂
陛
」
の
中
で
「
六
曰
、
監
生
司
」「
七
曰
、
天
醫
院
蕩
穢
所
」（
巻
五

十
五
、
二
十
四
ａ
）
と
し
て
い
る
。
度
人
大
法
は
「
六
曰
、
監
生
之
堂
」「
七
曰
、

蕩
穢
之
所
」（
巻
四
十
七
）
と
し
て
い
る
。「
蕩
穢
之
所
」
に
つ
い
て
は
「
聖
位
」

を
記
す
と
こ
ろ
で
は
「
蕩
穢
天
醫
所
」（
巻
四
十
七
）
と
し
て
い
る
。
林
氏
金
書

は
、
諸
幕
を
挙
げ
る
中
で
「
天
醫
幕
」「
監
生
幕
」（
巻
一
）
を
記
し
て
い
る
。

（
19
）	「
兆
」
は
道
士
の
自
称
。
こ
こ
で
は
「
儀
礼
を
執
り
行
う
道
士
は
」
と
い
う
意
味

で
理
解
す
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

（
20
）	

原
文
「
郤
」。
王
氏
大
法
巻
四
十
二
、
十
八
ｂ
に
「
右
眞
文
、
安
鎭
監
生
司
案
上
、

則
亡
人
見
之
、
即
百
骸
流
光
、
奪
却
尸
穢
之
炁
」
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
「
卻
」

（「
却
」
の
本
字
）
に
改
め
る
。

（
21
）	

原
文
「
光
」。
王
氏
大
法
巻
四
十
二
、
十
八
ｂ
に
「
奪
却
尸
穢
之
炁
」
に
よ
っ
て

「
炁
」
に
改
め
る
。

（
22
）	

原
文
の
注
記
は
〔　

〕
で
示
す
。
以
下
も
同
じ
。

（
23
）	

黄
籙
齋
自
体
が
広
く
死
者
を
救
済
す
る
儀
礼
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
依
頼
者
が
血

ま
み
れ
の
死
を
経
た
亡
魂
を
特
に
救
済
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
道
士
に
儀
礼

を
依
頼
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
い
る
。

（
24
）	

原
文
「
二
」
な
し
。
度
人
大
法
（
撰
者
不
詳
『
靈
寶
無
量
度
人
上
經
大
法
』
七
十

二
巻
、
道
藏
Ｓ
Ｎ
二
一
九
。
小
稿
で
は
度
人
大
法
と
略
称
す
る
）
巻
三
十
五
、
一

ｂ
に
よ
っ
て
補
う
。

（
25
）	

こ
の
呪
文
は
諸
書
（
蔣
氏
立
成
儀
、
度
人
大
法
、
靈
寶
玉
鑑
、
金
氏
大
法
、
林
氏

金
書
、
道
法
會
元
な
ど
）
に
散
見
さ
れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
意
味
は
よ
く
分
か
ら

な
い
。

（
26
）	

こ
の
五
帝
の
諱
は
、
宋
代
以
降
の
靈
寶
法
で
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
来
歴
は

未
詳
で
あ
る
。

（
27
）	

原
文
「

」。
靈
寶
玉
鑑
巻
三
十
四
に
よ
っ
て
改
め
る
。
靈
寶
玉
鑑
巻
三
十
四
の

「
玄
元
始
炁
呪
」（
十
五
ｂ
～
十
六
ａ
）
は
、
こ
の
「
全
形
呪
」
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ

る
。

（
28
）	

原
文
「
原
」。
霊
宝
玉
鑑
「
玄
元
始
炁
呪
」
に
よ
っ
て
改
め
る
。

（
29
）	

靈
寶
玉
鑑
「
玄
元
始
炁
呪
」
は
「
壌
」
に
作
る
。

（
30
）	

靈
寶
玉
鑑
「
玄
元
始
炁
呪
」
は
「
受
」
に
作
る
。

（
31
）	

原
文
「
盲
聾
」。
靈
寶
玉
鑑
「
玄
元
始
炁
呪
」
に
よ
っ
て
改
め
る
。

（
32
）	

靈
寶
玉
鑑
「
玄
元
始
炁
呪
」
は
「
完
」
に
作
る
。

（
33
）	

原
文
「
劣
」。
靈
寶
玉
鑑
「
玄
元
始
炁
呪
」
に
よ
っ
て
改
め
る
。

（
34
）	

靈
寶
玉
鑑
「
玄
元
始
炁
呪
」
は
「
饑
」
に
作
る
。

（
35
）	

靈
寶
玉
鑑
「
玄
元
始
炁
呪
」
は 「
凍
」
に
作
る
。

（
36
）	

靈
寶
玉
鑑
「
玄
元
始
炁
呪
」
は
「
醫
」
に
作
る
。

（
37
）	

原
文
「
開
」。
靈
寶
玉
鑑
「
玄
元
始
炁
呪
」
に
よ
っ
て
改
め
る
。

（
38
）	

靈
寶
玉
鑑
「
玄
元
始
炁
呪
」
は
、
こ
の
後
に
「
與
道
合
眞
」
の
一
句
が
あ
る
。

（
39
）	

拙
稿
「
神
虎
召
魂
法
に
お
け
る
八
門
召
魂
壇
―
南
宋
期
道
教
の
黄
籙
斎
か
ら
―
」

『
儀
礼
文
化
学
会
紀
要
』
第
一
号
、
二
〇
一
三
年
参
照
。「
八
門
」
を
用
い
た
召
魂

呪
術
と
の
関
係
は
こ
れ
か
ら
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
共
通
の
方

位
観
が
働
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
40
）	

首
を
断
た
れ
た
者
は
「
續
頭
符
」（
王
氏
大
法
巻
四
十
二
、
二
十
五
ｂ
以
下
。
外

に
「
接
手
符
」「
接
足
符
」
な
ど
が
あ
る
）
を
使
っ
て
頭
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
行
う
。

個
別
的
な
身
体
回
復
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
機
会
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

（
41
）	「
正
薦
」
は
、
施
主
に
あ
た
る
依
頼
者
が
主
に
救
済
し
よ
う
す
る
死
者
で
あ
り
、

「
附
薦
」
は
「
主
薦
」
に
付
け
加
え
て
救
済
し
よ
う
と
す
る
死
者
で
あ
る
。
拙
稿

「
黄
籙
斎
に
お
け
る
道
士
と
斎
主
―
『
无
上
黄
籙
大
斎
立
成
儀
』
を
例
と
し
て
」

福
井
文
雅
博
士
古
稀
・
退
職
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
福
井
文
雅
博
士
古
稀
記
念
論

集　

ア
ジ
ア
文
化
の
思
想
と
儀
礼
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
五
年
、
四
一
八
頁
以
下
参

照
。

（
42
）	
注
（
３
）
参
照
。
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（
43
）	

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
王
氏
大
法
巻
五
十
八
の
「
天
醫

院
」
の
条
に
窺
わ
れ
る
。


